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点検要: 88U55x, 88U56x 及び 88U57x ディスク部
にクラック（亀裂）に関する対応手順

対象製品番号 88U55x, 88U56x and 88U57x
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該当品番のホイールに関する調査により、一部の事例において、ホイールのホイールナット当たり面、およびハブ当た

り面に、目視可能なクラック（亀裂）または凹みが発生する可能性があることが確認されています。

 これらは多くの場合、初期段階では明確な円周状の線状痕として現れます。

本事象は、これまで電気バスに装着のホイールのみ確認されていますが、予防措置として、当該品番を使用してい

るすべての車両について、実施可能な範囲で速やかに点検を実施してください。

また、本事象は数か月にわたり進行・発生する可能性があるため、定期的に本状態の有無を点検することが不可欠

です。

 

点検箇所

ホイールナット当たり面、およびハブ当たり面にクラック（亀裂）がないか点検してください。

ディスク部
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点検時期

以下のタイミングで点検を実施してください：

• ホイールナット当たり面、およびハブ当たり面：可能な限り速やかに点検すること。

• 駆動軸の複輪の外側に装着されたホイール： 日常点検または週次点検時に、装着状態のまま点検すること。

• 走行距離50,000kmごと、または6か月ごと（いずれか早い方）に点検実施すること。

• 以下の場合：

 1)  標準点検において、操舵軸および駆動軸／ホイールナット締付け点検を確認する際

 2) 振動や乗り心地の異常を点検する際

 3) タイヤの交換または修理を行う際
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点検方法

操舵軸および駆動軸のホイールを車両から取り外してください

ホイールナット当たり面、およびハブ当たり面の双方について、ホイールの当たり面（ディスク部：全周
360°）を清掃し、汚れ、酸化物および塗装を除去してください。
 （ホイール サービスマニュアル 第10章 42～46ページ参照）

清掃済ハブ当たり面 
表面

清掃済みナット当たり面 
表面

ホイールナット当たり面、およびハブ当たり面について、全周360°にわたり、目視可能なクラック（亀裂）

または凹みの有無を点検してください。

円状の明瞭な線状痕が確認された場合は、番手80～150のサンドペーパー（フラップホイール）を使

用して、当該箇所を清掃してください。

当該箇所を再点検し、線状痕が消失していることが確認できた場合は、当該ホイールは継続使用可能

です。

使用可能



ホイールの整備に関する詳細および追加情報については、

 「ホイール サービスマニュアル（English）」第13章 運用中のホイールを参照してください。

https://www.alcoawheels.com/alcoawheels/europe/en/ 
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非円形の星型ハブ

線状痕またはクラック（亀裂）が引き続き確認される場合は、不適合状態とし、当該

ホイールは直ちに使用を中止、取り外してください。

不適合

非円形ハブに装着されたホイール、または異なるハブ設計間で付け替えられたホイールは、高い応力が作

用するため、クラック（亀裂）が発生する可能性があります。

非円形ハブに取り付けられたホイールの亀裂
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運用中のホイール

サービスマニュアル第13章 h 項に記載されているとおり、クラック（亀裂）または損傷のあるホイールは破損し、車両から脱落

するおそれがあります。

走行中にホイールが破損または脱落した場合、重大な傷害または死亡事故につながる可能性があります。

クラックまたは損傷が確認されたホイールは、直ちに、かつ恒久的に使用を中止してください。

また、サービスマニュアルに記載されているとおり、過積載、星形ハブの使用、未承認のアフターマーケット部品の使用、塗装

されたハブ、および不適切な保守作業は、Alcoa® ホイールの耐用寿命を低下させます。

Howmetは、いかなるAlcoa® ホイール品番においても、星形ハブの使用を推奨していません。

使用中のホイールは、適切かつ安全な性能を確保するため、定期的な間隔で点検を実施する必要です。ホイールの有効寿命は、

必ずしも予測できるものではありません。

安全な運行のためには、車両に装着された状態および取り外した状態の双方において、ホイールおよび取付け部品を頻繁かつ十

分に点検することが必要です。

露出しているすべての箇所を定期的に点検し、ホイールを清掃のうえ、バルブの状態確認、クラック、腐食、摩耗、その他の損

傷の有無を確認してください。

 また、複輪の外側のホイールを取り外し外した際には、内側のホイールについても点検を実施してください。

タイヤ交換時には、ホイール全体を入念に点検し、特にリム形状、リム表面、ディスク部およびボルト穴に注意してください。

警告!：適用される最大荷重を超えて過積載されたホイール、または星形ハブの使用によりクラックが発生したホイールは、保証

交換の対象外となります。

警告!：（サービスマニュアル第13章 h.i 項）

• 星形ハブは接触面積が限定されているため、ハブ、ホイールおよび取付け部品の適切な保守および清掃が重要です。

• 欧州ホイール製造者協会（EUWA）の推奨により、星形ハブ（サービスマニュアル 図13-46参照）に使用されているホイール

は、50,000kmごとに内側および外側、予期せぬ破損が発生するおそれがあります。

• 未確認の摩耗、腐食またはクラックは、ホイーの取付け面についてクラックの有無を点検する必要があります。

• クラック（亀裂）が確認された場合は、当該ホイールを直ちに、かつ恒久的に使用中止としてください。

警告!：ホイールおよび取付け部品の点検を十分かつ定期的に行わない場合ルまたは取付け部品の破損、あるいはホイール脱落を

引き起こし、重大な傷害または死亡事故につながる可能性があります。

車両の安全な運行のため、ホイールおよび取付け部品を定期的に点検してください。

ハウメット・システムズ・ジャパン株式会社
info.wheels@howmet.com
https://www.alcoawheels.com/japan/jp/

Alcoa® WheelsはHowmet Aerospaceのブランドです。
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